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新しい脅威とは何か新しい脅威とは何か新しい脅威とは何か新しい脅威とは何か
情報自己蓄積情報自己蓄積

映像発信映像発信

クラウド活用

悪意ソフト

ＢＩＯＳ攻撃

ＢＹＯＤ

ネット倫理脅威
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ネット倫理脅威



WEBWEB戦国時代戦国時代戦国時代戦国時代
日本の日本の 危危 機機ピンチピンチととチャンスチャンス日本の日本の 危危 機機ピンチピンチととチャンスチャンス

自己知識の集積と グ分析自己知識の集積とログ分析
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ＷＥＢとはＷＥＢとは
WEB2 0 WEB3 0WEB1 0

ＷＥＢとはＷＥＢとは

centralized them

WEB2.0 WEB3.0WEB1.0

distributed us decentralized me

集中した彼ら

誰でもコミ ニティ どこにも私誰でも放送局

分散する私たち 非集中の私

情報提供者が
方的に発信

ユーザ参加型の場
（ブ グ SNS)

誰でもコミュニティ

蓄積された情報と推測を
活用すれば瞬間移動術

どこにも私誰でも放送局

一方的に発信
する環境

（ブログ、SNS) 活用すれば瞬間移動術
が身につき、

時間軸も移動可能か？

WEB3 0WEB3 0は時間移動も可能なは時間移動も可能な ４次元の時代４次元の時代

時間軸も移動可能か？
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WEB3.0WEB3.0は時間移動も可能なは時間移動も可能な ４次元の時代４次元の時代



記憶拡張機概念誕生とヴァネヴァー・ブッシュ記憶拡張機概念誕生とヴァネヴァー・ブッシュ

１９４５年にブッシュ氏が発表した MEMory EＸtender
はＷＥＢ3 0の基礎概念であ た

この概念では

はＷＥＢ3.0の基礎概念であった

この概念では
すべての情報は最新化され
情報取得は迅速に行え、相互参照が可能であり

ブ 氏は こ 概念を「人 を構成要素として実現した

情報取得 行 、相 能
情報の追加・削除・重み付けは自動的に成される

ブッシュ氏は、この概念を「人」を構成要素として実現した

すなわち 各分野の第 人者を自分の部下としてすなわち、各分野の第一人者を自分の部下として
常に最新の情報を持つこと
必要とするときに直ちに提供し 他の分野との関連を示すこと
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必要とするときに直ちに提供し、他の分野との関連を示すこと
が何故必要としたかに基づき情報を重み付けしておくこと



マルチメディアの進化の系譜マルチメディアの進化の系譜
memex スプートニク

・ショック

１９４５ １９５７

ヴェネヴァー・ブッシュ

オーグメン ハイパー パケ ト通信

１９６２１９６８ １９６４

オ グメン
テーション

ダグラス・エンゲルバート

ハイパ
テキスト

テッド・ネルソン

パケット通信
ポール・バラン

１９８０１９７３ １９６９

アルト
アラン・ケイ

WWW
ティム・バーナーズ・リー

ARPANET
米国防総省

１９８０１９７３ １９６９

アラン・ケイ

マッキントッシュ
Ｗｉｎｄｏｗｓ

ティム・バーナーズ・リー

モザイク

米国防総省

１９９３１９８４

クラウド
２００６

Ｗｉｎｄｏｗｓ
ジョブズ・ゲイツ マーク・アンドリーセン

画像 バイ

コンピューティング

プラ ト ム
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画像モバイル
スマートフォン

ＷＥＢ ３．０ プラットフォーム
クラウド



ＷＥＢ３ ０を活用するにはＷＥＢ３ ０を活用するにはＷＥＢ３．０を活用するにはＷＥＢ３．０を活用するには
ホ系操作機 検索 ジ クラウドスマホ系操作機、検索エンジン、クラウド

が揃えば ＷＥＢ３．０は使えるか？が揃えば ＷＥＢ３．０は使えるか？

残念ながら まだ足りません残念ながら、まだ足りません

情報の個人にと ての重み付けを情報の個人にとっての重み付けを
行う機構が必要です

そのためのプライベ トア カイブが必要です
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そのためのプライベートアーカイブが必要です



プライベート・アーカイブとはプライベート・アーカイブとは
新着情報

適切な
サーバログ解析

プライベ ト

の適切な
評価結果

による情報相関解
明が有力

プライベート
アーカイブ

複数検索
エンジンから

の情報最新入力情報
の信頼性評価

ライフログ・
その他プライ

評価基準は
検索エンジン友人情報

の信頼性評価
エンジン
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その他プライ
ベート情報

検索 ンジン
毎に異なる

友人情報
（信頼情報）



サーバログ解析による情報相関解明サーバログ解析による情報相関解明

メールログ活用

ログ分析の効用 →①安心・安全（情報漏洩分析等）
→②組織・人の生産性見える化

メールログ活用
による見える化 プライベート・アーカイブ

メールログデータ

① メ ル性質の把握 公用 私用 スパムの

結果推定ソフト

解 析

人 組織の① メール性質の把握

② メーリングリストアドレス区別

③ 処理時間 算出

公用・私用・スパムの
高速類別と割合抽出

定型連絡メールの
類別と割合抽出

人・組織の
まじめ度報告

人・組織の業務が
定型的か非定型か報告

③ 処理時間の算出

④ 応答時間の算出

⑤ Ｒｅ・ＦＷ・新規メールの区別

人・組織の対応速度
活性化度など推定

人・組織の
起案能力推定

人・組織の
活性度報告

人・組織の
起案力報告

ロ
グ
解
析

⑥ Ｒｅメールにおけるアドレスの変化
漏洩または重要度推定
削除・付加された人の

重要度推定

漏洩または重要度推定

メール・人・組織の
危険度・重要度報告

析
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⑦ ＦＷメールの抽出
漏洩または重要度推定
ＦＷされた人・部署の

重要度推定

危険度 重要度報告



ＷＥＢ発信ＷＥＢ発信
映像を皆の手に映像を皆の手に
映像創生ツールＤＭＤの

ＣＧＭ化
ＤＭＤ：Digital Movie Director

ＣＧＭ：Cosumer Generated Media
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ＣＧＭ：Cosumer Generated Media



誰もが映像を簡単に創れるように誰もが映像を簡単に創れるように

DMD: Digital Movie Director

誰 像 単 創誰 像 単 創

映像（映像日記、映像ＢＬＯＧ、映像旅行記、映像

プレゼン、映像コマーシャル等）を誰でも簡単に作

成できる “シナリオ入力映像自動創生ソフトウェア”成できる シナリオ入力映像自動創生ソフトウェア

気に入った作品になるまで繰り返す（シナリオの詳細化）

ネット
シナリオ
を入力

素材コンテンツを
ネットから検索

文脈からコンテンツ
の配置、動作設定・
カメラワ ク演出の 配信

を入力 ネットから検索
カメラワーク演出の
設定

CG素材や実写
素材を組み合わ

演出知識ＤＢ
素材コンテンツDB

コンピ タに理解
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素材を組み合わ
せて自然な表現アーカイブ

が必要
プロの智恵を準備

エキスパートシステム

コンピュータに理解
させる言語が必要



ＤＭＤは映像創りための簡単ツールＤＭＤは映像創りための簡単ツール
シナリオ
入力者

①

③

レッスンプロ
画像編集者

音響編集者

映音相関技術

③ 音響編集者
③

DMD:
Digital Movie

Director 高速ネットワーク

② ⑤

Director

素材アー
カイブ #2

高速ネットワーク

②

視

聴

素材アー

カイブ #2

素材ＮＷ 素材アー
カイブ #1

②

素材開発者④

聴

者素材ア
カイブ #n

① シナリオをＤＭＤに入力

素材開発者
（特に人間以外
の素材が重要）

④

④ 素材映像を製作して入力

者
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① シナリオをＤＭＤに入力
② ＤＭＤが素材を用いて自動的に映像創生
③ 映音相関技術やエキスパートシステムが映像をリファイン

④ 素材映像を製作して入力
⑤ 創生された映像を視聴・評価



編集機能
ＤＭＤのインターフェースＤＭＤのインターフェース

試し見機能

舞台選択機能

試し見映像表示部
登場者選択

表情選択

BGM選曲機能

立位置選択機能

効果音

ＤＭＤは録音可能

カメラワーク
選択機能

効果音
選択機能

せりふ入力部

対象 １

対象 ２

動作選択機能

お辞儀、笑う

せりふ入力部
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対象 ２辞儀、笑
座る、立ち上がる

歩く、走る、
手を振る、等々

カット間同期
制御機能

シナリオ１行分
１カットを記述



DMDDMDのの3D3D映像化映像化像化像化
3D DMD

基本出力画像＋Depth Map情報

TVML

OpenGL
Freedom*1

OpenGL

DepthMap→p p
8眼映像変換

左端画像（１眼目）

*2

犬小屋の
見え方 左端画像（１眼目）見え方

中央画像（4眼目）
8眼画像
出力

*1 O GLで書かれたプログラムに対し

男子生徒と
ドアの距離
（位置関係） 右図の通り、「犬小屋の見え方」「男

子生徒と奥のドアとの距離 等が異
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右端画像（8眼目）

*1 OpenGLで書かれたプログラムに対し
DepthMapを自動生成するソフトウェア

*2 Philips 3D Displayにハードウェアとして
内臓されている機能。

子生徒と奥のドアとの距離」等が異
なることをご確認ください。



ＤＭＤはどのように使われるかＤＭＤはどのように使われるか

仮想環境教育
３D映像創生簡単化

簡単化
３D映像創生簡単化

３Ｄ映像
検索エンジン

３Ｄ映像
超高帯域圧縮

３Ｄ映像
メタデータ生成

ＤＭＤ
創造性涵養

３Ｄ映像感性涵養 若 知的財産伝承活動中
高

検索 ジ超高帯域圧縮

基本

メタデ タ生成

ＤＭＤ
Digital Movie Director対話能力涵養

協調作業能力涵養

３Ｄ映像感性涵養 若
年
教
育 草の根発信

高
年
活
性

ミ テ 優位化
素材３Ｄ映像創生

ア カイブ/ ンテスト

ビジネス協調作業能力涵養
草の根発信性

教科書・操作書３Ｄ映像

コミュニティ優位化
素材 映像創生

素材創生ソフト開発
アーカイブ/コンテスト

３Ｄ映像
認知症進行阻止
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教科書 操作書
３Ｄ映像化

像
コマーシャル創生リテラシイ検定

認知症進行阻止



WEBWEB時代の完成：時代の完成：WEBWEB時代の完成：時代の完成：
プラットフォームクラウド時代

ＰＦＣ： Platform Cloud
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高速動作の大規模ＡＰには高速動作の大規模ＡＰには
クラウドコンピューティングが必要クラウドコンピューティングが必要

使用機器

処
表示部ＯＳＯＳ

現在の形
スタンドアローン型

キー
ボード

処
理
部

表 部
すべて
一箇所

ＯＳ
必要なＡＰ

ファイルなどの個人環境

ＯＳ
必要なＡＰ

ファイルなどの個人環境
ボ ド

将来の形

クラウド内の最適な
場所に置かれる

処

将来の形
クラウドコンピューティング型 使用機器

表示部

画面ストリーム

クラウド
コンピューティング

処
理
部素材アーカイブ

高速ネットワーク

キー
ボード

画面ストリーム

入力データ
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高速ネットワ ク



ＰＦＣ：プラットフォームクラウドの構築ＰＦＣ：プラットフォームクラウドの構築
ＰＦＣ＝サービス（ＳａａＳ）クラウド＋仮想個人環境（ＶＰＥ）クラウド

ＶＰＥ：Virtual Personal EnvironmentＳａａＳ：Software As A Service

① Ｗｅｂ基盤の利点→永遠のビギナの使用を促進する
永遠のビギナ対策を行って全員ＩＣＴを使いこなすことが必須
永遠のビギナは 個人環境の設定・再設定 セキュリティ対策等は苦手永遠のビギナは、個人環境の設定・再設定、セキュリティ対策等は苦手
コスト／パフォーマンスを常に最適に保つためには、ＩＣＴ時間貸しが必須

② 何故ＰＦＣが必要か→ＩＣＴ時間貸しとセキュリティ向上のため② 何故 が必要か 時間貸 と キ リティ向 ため
サービス・応用ソフトの時間貸しを実現

→サービスソフトクラウドの構築←ＳａａＳとして一部導入始まる
利用者は「永遠のビギナ」と考え、個人作業環境はすべてサーバ側に設置

→仮想個人環境（ＶＰＥ）クラウドの構築
←不完全な形態としてはシンンクライアント端末が存在

③ クラウド化の安全性と利便性を上げる③ クラウド化の安全性と利便性を上げる
認証機構や巨大サーバ・データベースの構築

→個人情報の蓄積場所が主権管理の及ばない場所になることは阻止
ＶＰＥクラウドでは ＶＰＥを移行可能とすることを義務付け 競争を担保する
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ＶＰＥクラウドでは、ＶＰＥを移行可能とすることを義務付け、競争を担保する
→優位性を確保するためにサービスソフトクラウドとの一体化を認知



究極のクラウド：プラットフォームクラウド究極のクラウド：プラットフォームクラウド

サービス
携帯

プラットフォーム
クラウドＡ社

サ ビス
クラウドＸ社 シンクラ

イアント

プラ ト

ファイル
クラウドＹ社

ＰＣ

プラットフォーム
クラウドＢ社

クラウドＹ社

サービス

携帯

プラットフォーム

サ ビス
クラウドＹ社 携帯

ＰＣプラットフォーム
クラウドＣ社ファイル

クラウドＺ社 シンクラ

ＰＣ

２０１３．５．２４ Ｗｅｂ時代の７つの脅威 安田 浩 All rights reserved 19

クラウドＺ社 シンクラ
イアント



プラットフォームクラウド間の移動プラットフォームクラウド間の移動
プラットフォーム

クラウドＡ社サービス Ｍ氏クラウドＡ社サ ビス
クラウドＸ社

Ｍ氏
シンクラ
イアント

Ｍ氏個人環境Ｎ氏個人環境

ファイル
クラウドＹ社 個人環境をクラウドＹ社

サービス

個人環境
移すことは

安全か
サ ビス

クラウドＹ社 Ｎ氏携帯

個 境個 境

プラットフォーム
ファイル

クラウドＺ社

Ｎ氏個人環境Ｍ氏個人環境
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ラット ォ
クラウドＣ社

クラウドＺ社



プラットフォームクラウドの最大の課題：認証プラットフォームクラウドの最大の課題：認証

サービス
携帯

シンクラ
イアント

プラットフォーム
クラウドＡ社

サ ビス
クラウドＸ社 シンクラ

イアント

認

プラ ト

ファイル
クラウドＹ社

ＰＣ
認

証

プラットフォーム
クラウドＢ社

クラウドＹ社

サービス

携帯
ク

ラ
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クラウドＺ社 シンクラ
イアント



古くて新しい脅威への対応古くて新しい脅威への対応古く 新 脅威 対応古く 新 脅威 対応
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２０１２版１０大脅威２０１２版１０大脅威 ｂｙｂｙ ＩＰＡＩＰＡ
http://www.ipa.go.jp/security/vuln/10threats2012.html

第1位 機密情報が盗まれる！？新しいタイプの攻撃第1位 機密情報が盗まれる！？新しいタイプの攻撃

第2位 予測不能の災害発生！引き起こされた業務停止

第 位 特定 きぬ 共通思想集団 よ 攻撃第3位 特定できぬ、共通思想集団による攻撃

第4位 今もどこかで…更新忘れのクライアントソフトを狙った攻撃

第5位 止まらない！ウェブサイトを狙った攻撃

第6位 続々発覚、スマートフォンやタブレットを狙った攻撃

第7位 大丈夫！？電子証明書に思わぬ落し穴

第8位 身近に潜む魔の手・・・あなたの職場は大丈夫？第 位 身近に潜む魔 手 あなた 職場は大丈夫

第9位 危ない！アカウントの使いまわしが被害を拡大！

第10位 利用者情報の不適切な取扱いによる信用失墜
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第10位 利用者情報の不適切な取扱いによる信用失墜



整理をしてみましょう。整理をしてみましょう。
１．標的となっているのは１．標的となっているのは

）入り込む手段）入り込む手段１）入り込む手段１）入り込む手段
→ → 外界と接触のある人。免疫のない人。外界と接触のある人。免疫のない人。

２）２） 内部を乗っ取る手段内部を乗っ取る手段
テ 管理者 権限 ある人テ 管理者 権限 ある人

２ 対策の骨子２ 対策の骨子

→ → システム管理者。権限のある人。システム管理者。権限のある人。

２．対策の骨子２．対策の骨子
１）１） 出口対策。真中・入口見直し。大掃除。出口対策。真中・入口見直し。大掃除。

２）２） IDID管理、特権管理、特権行使の見直し。管理、特権管理、特権行使の見直し。
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３）３） 予防接種、訓練、専門家、人脈。予防接種、訓練、専門家、人脈。



どうすればいいのか？どうすればいいのか？

）） 最新最新

間違ったセキュリティ対策間違ったセキュリティ対策 に気付くに気付く

１）１） OSOSなどを最新にしよう。などを最新にしよう。
→→ 正論であることに気づく正論であることに気づく→ → 正論であることに気づく。正論であることに気づく。
→ → 多くの場合、実は多くの場合、実はEXEEXEを開いている。を開いている。

策策２）２） ウイルス対策ウイルス対策
①① 感染したらネットワークから切り離し感染したらネットワークから切り離し①① 感染したらネットワ クから切り離し感染したらネットワ クから切り離し
②② 定義ファイルを最新にしてスキャン定義ファイルを最新にしてスキャン
③③ 除 き ば完除 き ば完

対策の完了が駆除であること対策の完了が駆除であること

③③ 駆除できれば完了駆除できれば完了
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誤解は、誤解は、 対策の完了が駆除であること。対策の完了が駆除であること。



究極はＢＩＯＳ対策究極はＢＩＯＳ対策究極は 対策究極は 対策
ＪＣＳＡ（日本通信安全促進協会）の試み
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ＢＩＯＳセキュリティ（１）ＢＩＯＳセキュリティ（１）

http://www.ciojp.com/news/12699
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ＢＩＯＳセキュリティ（２）ＢＩＯＳセキュリティ（２）ＢＩＯＳ キ リティ（２）ＢＩＯＳ キ リティ（２）
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究極のセキュリティシステムへ向けて（１）究極のセキュリティシステムへ向けて（１）

ＰＣにおける電源投入後の
４階層動作順序

アプリケーション④ アンチウィルスソフトによる対策範囲

ＯＳ
オペレーティング・システム

③
＊パターンマッチングによる検出

ＭＢＲ
Ｍａｓｔｅｒ Ｂｏｏｔ Ｒｅｃｏｒｄ

②
ＭＢＲは一部のアンチウィルスソフト
が対策を開始したばかり、

ＢＩＯＳ
Ｂａｓｉｃ Ｉｎｐｕｔ Ｏｕｔｐｕｔ Ｓｙｓｔｅｍ

①
ＢＩＯＳには対策なし

＊パターンマッチングによる検出
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＊パターンマッチングによる検出



究極のセキュリティシステムへ向けて（２）究極のセキュリティシステムへ向けて（２）

現在までのセキュリティの根本的問題

１． 全てが後追い対策
２． しかもウィルス動作をとめるだけで駆逐するもウィ 動作 け 駆逐す

わけではない
→ いつかはまた動き出す
徐 に深層に食 込み に が侵３． 徐々に深層に食い込み、ついにＢＩＯＳが侵
されつつある

４ ＢＩＯＳへの侵入４． ＢＩＯＳへの侵入
→自分では正しいソフトを読み込んだつもり
で、全く異なるソフトが読み込まれる
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、 異 読



究極のセキュリティシステムへ向けて（３）

究極 リ 対策 指針

究極のセキュリティシステムへ向けて（３）

究極のセキュリティ対策への指針

１． 全ての悪意ソフトはＯＳを介して侵入する
→ ＯＳの掌握する範囲外に対しては無力

２ ＢＩＯＳが侵されていると悪意ＯＳが読み込まれ２． ＢＩＯＳが侵されていると悪意ＯＳが読み込まれ
コンピュータは悪意ソフトに支配される
→ 常にＢＩＯＳは真正化する常にＢＩＯＳは真正化する

３． データの受け渡しで結局悪意ソフトが侵入する
→ データの受け渡しを全数チェックする

真４． 究極のセキュリティソフトが常に真正であることを
維持する必要がある
→ 内部犯行があっても真正性が保たれる対策が必要
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→ 内部犯行があっても真正性が保たれる対策が必要



新しい環境には新しいやり方を新しい環境には新しいやり方を

ＢＹＯＤＢＹＯＤ：Bring Your Own Device

スマートフォン市場規模予測（ＭＭ総研調べ）

● ２０１１年度は前年比２．７倍の２３４０万台
● ２０１６年度は総出荷の８３ ４％の３５５５万台● ２０１６年度は総出荷の８３．４％の３５５５万台
● ２０１６年度の契約数は６７．３％の８１１９万件
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プラットフォームクラウドとスマホプラットフォームクラウドとスマホ

サービス
プラットフォーム

クラウドＡ社

サ ビス
クラウドＸ社

スマートフォン

プラ ト

ファイル
クラウドＹ社

スマ トフォン

携帯
社プラットフォーム

クラウドＢ社

クラウドＹ社

サービス
ＰＣ

企業Ｄ社
社
内
Ｎ
Ｗ

プラットフォーム

サ ビス
クラウドＹ社

プラットフォーム
クラウドＣ社ファイル

クラウドＺ社
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クラウドＺ社
タブレット企業Ｄ社はＢ社と契約しているが



プラットフォームクラウドとスマホプラットフォームクラウドとスマホ

サービス
プラットフォーム

クラウドＡ社

サ ビス
クラウドＸ社

スマートフォン

プラ ト

ファイル
クラウドＹ社

スマ トフォン

携帯
社プラットフォーム

クラウドＢ社

クラウドＹ社

サービス
ＰＣ

企業Ｄ社
社
内
Ｎ
Ｗ

プラットフォーム

サ ビス
クラウドＹ社

プラットフォーム
クラウドＣ社ファイル

クラウドＺ社
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クラウドＺ社
タブレット企業Ｄ社はＢ社と契約しているが



スマホ系導入の背景スマホ系導入の背景
•会議の多い上位マネジメントや、出張の多い営業職員が多かったが、安全性の面から
メールやカレンダーは自席PCからしか確認できず、社外からの利用を許していなかった。

持ち 利便 等 デ 持 増え

社内LAN
• 会議の連続で自席に戻ること

が少ない

→ 持ち運び・利便性等からスマホ系デバイスを持つ人が増える見込み

社内LAN

メール

が少ない。

• 会議中は確認する事ができな
い。

カレンダー

スマートフォン • スケジュールのダブルブッキン
グなどが発生していた。

会議

連絡先 • 本来許可していない私用メー
ルへの転送などが行われてい
る節があ た

出張

る節があった。

• お客様からの連絡にスピー
ディーに答えられない。
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スマートフォン • 出張から帰るとメールの処理
に追われて仕事にならない。



私物デバイスの社内接続は必要か私物デバイスの社内接続は必要か
マルチデバイスアクセスが可能な体制であれば接続を許可することにより、ＩＣＴ活用が

活発化する ← ビジネス時とプライベート時の連続性のため活発化する ビジネス時とプライ ト時の連続性のため

役員 管理職 般社員役員 管理職 一般社員

• 会議続きの中で、カレンダー
をリアルタイムで確認して、
参加・不参加を決定できる。

• 社外にいる事が多く、メール
をリアルタイムに参照し返事
ができる。

• 自身の私用端末を利用でき
る制度なので、業務端末に
比べ、精神的ハードルが低

• 出張中にメールが参照でき、
適切な指示を出せる。

• 電話と併用する事で出張時
の取引もスムーズに行えるよ
うになった。

比 、精神的 ド が低
減でき、活用が進んでいる。

上位層を巻き込んでの早期パイロット利用を行い、安全確保をしなが
ら企業サービスの利用規制を緩和する事でスムーズな展開を行う事
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ら企業サ ビスの利用規制を緩和する事でスム ズな展開を行う事
が可能 → ＢＹＯＤ：Bring Your Own Device の実現

リアルコム社 福田雅和氏 2011.08.12講演より



脅脅ネット倫理脅威ネット倫理脅威ネット倫理脅威ネット倫理脅威
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ある日の私ある日の私 その１その１
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ある日の私ある日の私 その２その２
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ある日の私ある日の私 その３その３
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情報漏洩とネット倫理情報漏洩とネット倫理
他人の情報を意識無く使う

コピペ文化

アドレスの乱用

情報量制限を意識しない

肖像権の侵害等

アドレスの乱用

肖像権 侵害等

１９８４年のテレスクリーンを招きたいのか１９８４年のテレスクリーンを招きたいのか１９８４年のテレスクリーンを招きたいのか１９８４年のテレスクリーンを招きたいのか
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教育と免許制教育と免許制



まま とと めめまま とと めめ
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新しい脅威と対策新しい脅威と対策新 脅威 対策新 脅威 対策
情報自己蓄積→プライベート・アーカイブ

サーバログ解析

映像発信→ＤＭＤのＣＧＭ化映像発信→ＤＭＤのＣＧＭ化

クラウド活用→認証とプラットフォーム化

悪意ソフト→対応の最新化

活 認証 化

ＢＩＯＳ攻撃→ＢＩＯＳを守る

導ＢＹＯＤ→スマホの導入と活用

ネット倫理脅威→教育と免許制
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ネット倫理脅威→教育と免許制


